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問

臨
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帥
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気軽にど楽緩ください。

10/12-13 10:00-18:00 

10掛
タイエ附議議子議で

10:00~17:00 

すか

子
ど
も
の
務
き
怠

ウ
イ
ン
ナ
ー
は
や
幸

俊
く
て
お
い
し
く
、
き
れ
い
だ

と
患
っ
て
食
て
て
い
る
吉
岡
惜
の
ウ

イ
ン
ナ
l
ゾ

i
セ
i
ジ
心
は
添
加

物
が
い
っ
ぱ
い
“
そ
の
修
会
笠
と

種
類
を
、
附
関
川
端
い
い
よ
っ
て
わ
か
り

や
す
く
鋭
明
し
ま
す
。
家
た
手
作

り
ウ
イ
ン
ナ

i
約
機
酬
と
試
食
そ

(
打
い
ま
す
。

ロ
ロ
本
的
銭
円
相
問
料
は
総
入
絞
帆
朝

食
仲
悼
の
日
出
会
制
問
料
止
な
っ
て
い
ま

す
q

こ
の
制
問
料
に
は
鶏
の
病
気
を

子
持
附
す
る
た
め
に
続
投
物
制
闘
が
添

加
害
れ
て
い
ま
す
6

薬
品
が
使
紛
さ
れ
た
鱈
科
と
今

目
的
"
カ
コ
の
ト
リ
ル
山
'
さ
れ
た

没
代
養
鶏
業
に
ど
ん
な
問
題
点
が

指
摘
摺
怒
れ
て
い
る
か
を
、
骨
内
紛
と

混
dw窓
縫
っ
て
明
ら
か
じ
し
ま
す
。

カ

ゴ

の

ト

り

か

ら

ニ
ワ
の
ト
リ
ヘ

す
主
催
務
9
削
附
我
孫
子
市
消
綬

粂
約
出
帆
災
行
委
員
会
(
総
鈴
子
市

崎
間
資
者
向
金
、
品
料
相
郁
子
副
総
叫
討
を

考
え
る
金
‘
山
判
誠
子
に
石
け
ん
を

広
め
る
ん
賀
、
生
協
我
孫
子
魚
泌
セ

ン
タ
ー
、
生
活
ク
ラ
ブ
銭
湯
‘
東

背
崎
市
民
集
協
、
数
市
民
生
協
、
殺

何
時
子
命
綱
資
生
活
そ
品
タ
!
、
品
叫

制
加
子
市
)

V
品
班
柵
問
手
掛
概
醐
陪

W
7

問
削
い
合
わ
せ
市
民
生
議
議
捕

後
生
活
保
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ニれで、

安JL\で、~

勺
問
内
か
け
」
よ
り
吋
波
山
U
L

十
待
機
俊
一
業

中
市
販
の
脱
出
綴
に
は
農
薬
や
化
学

燃
料
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
幾
薬
や
化
学
級
制
刊
を
一
使
っ
て
毅

培
さ
れ
た
野
菜
円
安
念
徒
に
つ
い

て
的
関
認
を
一
不
し
、
小
前
E

む
し
て
食

べ
ら
れ
る
有
機
融
職
業
に
つ
い
て
滋

明
し
ま
す
ω

ま
た
生
産
品
告
と
捕
湖
周
殺
が
直
接

手
を
結
ん
ご
柏
崎
滅
的
占
有
機
腕
抗
議
滋

勲
も
向
精
A
T
し
ま
す
。

柏
田
っ
て
る
か
な
?

済
波
飲
料
水
の
料
相
か
み

テ
レ
ビ
で
包
金
引
く
ス
ポ

i
ツ

ド
リ
ン
ク
内
成
分
と
効
果
に
つ
い

て
繍
べ
る
と
と
も
に
、
後
期
さ
れ

ご
い
る
務
総
科
的
米
金
投
に
つ
い

て
も
然
物
や
機
型
で
解
説
し
ま
す
。

ま
た
含
ま
れ
る
給
分
散
に
つ
い

て
実
約
袋
一
一
治
し
、
山
開
品
刀
の
と
り
翁

ぎ
に
対
!
で
殺
意
を
畑
山
L
ま
十
。

リ
サ
イ
ク
ル
・

ザ

務

付

総

紙
向
原
料
で
あ
る
森
林
資
曜
も

大
震
の
伐
仲
怖
に
よ
っ
て
、
経
終
的

に
半
殺
し
て
い
る
然
向
い
あ
り
ま

す切
こ
め
コ

i
ナ
ー
で
は
変
相
何
本
地

抑
制
川
織
と
し
て
、
紙
的
リ
サ
イ
ク

ル
め
後
続
み
や
絞
め
治
鮮
度
孔
T
4先

物
展
殺
と
脚
光
験
に
よ
っ
て
紛
介
G

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

総

点

機

一
段
、
倒
的
へ
ん
で
つ
も
な
い

よ
う
に
え
え
る
ブ
ラ
ス
チ
ゾ
ク
に

は
綴
ピ
モ
ノ
マ
!
な
と
の
燃
料
い
い

不
公
が
あ
る
の
で
は
と
指
損
さ
れ

て
い
ま
す
。
ニ
ニ
で
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
務
総
と
他
の
村
絞
め
ゆ
什
捺
と

の
比
較
を
行
い
ま
す
b

加
鴨
川
内
政
日
午
後
2
時
紛
分
K
3

持
部
分
人
形
制
制
勺
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

ほ
か
{
血
機
・
グ
り
の
司
ど
も
だ
ち
〉

拙
閉
山
日
開
丹
波
日
午
前
日
川
時
鋭
敏
「
ち

び
〈
ろ
サ
ン
ポ
い
ほ
か
(
山
山
積
・

子
然
的
本
令
議
一
む
全
)
。
午
後
2

時
m
m
分
と
3
時
泊
分
パ
ホ
ル
‘
y
ア

タ
I
「
あ
ぶ
く
の
重
機
L

紙
芝
勝

「
泣
い
た
事
鬼
」
ほ
か
〈
山
山
繍
・

お
は
な
し
さ
ん
中
川
み
ち
い

墜
m
w
n
月
M
門
口
午
前
日
時
制
軒
絵
「
ち

び
く
ろ
す
ン
ポ
」
ほ
か
{
山
山
繍
山
附
)

午
後
パ
ン
・
-
P
V
イ
ム

蹴酷凶日月刊
M
1
日
時
門
口
午
前
午
後
ア

ニ
メ
職
務
必
蹴
湾
鉄
滋
9
9
9』

{
一
一
滋
惑
星
ヲ
l
ラ
}

一
車
入
場
殺
プ
レ
セ
ン
ト
・
淡
湖
備
隊

机
仰
い
ね
け
ん
・
ゴ
ム
風
紛

紘
問
地
抽
出
に
合
ま
れ
る
水
銀
に
よ

る
隊
機
汚
染
が
役
近
、
附
間
関
砲
に
な

っ
て
い
ま
す
え
匁
ミ
と
し
て
捻
て

ら
れ
る
水
銀
入
り
乾
滋
地
は
鋭
部

品
れ
る
と
、
大
気
中
戸
川
水
銀
蒸
気

を
発
生
さ
品
な
ま
寸
ぉ

そ
い
で
は
綾
田
朗
摘
み
前
料
品
恥
油
開
丹

州
四
織
の
現
状
主
総
総
点
を
紹
介
D

こ
わ
i
い
便
利
料
品
箆
概
輸
出
岬

ナ
引
け
ん
は
約
4
0
0
0
年
も
の

開
門
人
々
に
使
わ
れ
て
&
い
ま
し
た
れ

石
け
ん
の
す
く
れ
た
安
全
性
を

叫
説
明
し
ョ
拾
τ
引
け
ん
を
使
っ
た
よ

チ
な
決
議
の
し
か
た
な
ど
を
認
分

し
ま
す
c

安
人
掠
め
れ
ん
的
、
そ
し
て
お
神
化

め
た
肉
、
ぜ
V

J
鮫
く
だ
さ
い
c

石
け
ん
を
見
憲
一
そ
う

つ
一
て
ぶ
つ
…
万
一
。
い

で
…
し
…
ト
…
ぃ
一
辺

り
…
そ
…
ア
一
た
一
銭

蹴
桝
…
、
…
の
…
し
一
大
…
一

お
…
菜
一
ん
…
簿
…
万
一

、
一
銭
…
議
…
と
い
…
グ
…

律
問
…
だ
…
く
一
ン
反
九
一
箆
一

忽
…
れ
一
だ
…
ぉ
…
喝
の
一
発
一

近
一
ら
…
り
…
シ
…
し
一
元
一

身
…
く
…
綴
…
ク
一
楽
一
線
…

農

広
場
が
会
場
で
ず
a

も
い
噌
ば
い
。
楽
し
く
、

-
毘
に
を
る
こ
と
ぞ
し
よ
う
。

市
内
内
縁
鍛
m
制
介
は
も
ち
ろ
λ
、開制

齢
世
り
内
野
菜
や
市
民
サ
'
タ
凡
に
よ
る

綴
秘
的
苧
作
り
税
制
な
ど
を
格
安
に
削
叩
筏

す
る
ま
河
内
悦
端
、
木
立
ち
ゃ
w
パ
ヴ
タ
め
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
も
絞
り
を
品
添
え
ま
す
o

wv
謎
時
回
同
月
れ
日
(
宮
)
総
究
的
場

合
は

m
n制
限
(
沼
一
に
拙
制
緩

肺

v
金
総
湖
北
命
中
炎
公
開
問

wv
事
加
申
込
ゆ
出
問
細
長
一
一
説
市
内
機
工

業
翁
~
山
副
総
務
は
1
6
0
0
m門
〉
①
車
問

時
誠
一
務
ど
な
た
む
も
場
加
で
き
ま
す

(
山
山
咋
泊
料
は
刑
判
上
げ
の
5
%
)
ゆ
カ
ラ

オ
ケ
大
金
へ
当
日
会
得
で
後
け
付
け
@

テ
l
プ
を
必
ず
出
付
刷
物
し
て
〈
だ
さ
い
)

V
串
込
a

州
問
い
脅
わ
せ
縫
緩
ま
コ
り

爽
心
刊
紙
前
夜
会
・
増
田
惜
へ
紛
}
1
2
0

1
、
ミ
8
3
5
9
‘
総
工
課

品

V
i
-
-
i
i
i
i
i

wv
後
倒
閣
幾
革
委
員
会
、
機
残
業
会
議
、

市
同
臨
時
朝
時
間
疫
協
会
も
市
農
業
協
同
開
柑
組
合
、

東
官
制
飾
務
総
改
良
普
及
所
、
前
帆
柑
時
榔
脚
業

市
内
で
生
産
さ
札
た
胸
賦
薬
物
を
広
共
油
開
組
合
‘
子
議
政
同
州
事
務
附
、
判
開
聞

く
一
段
に
総
人
汗
す
る
と
と
も
に
‘
燦
土
地
改
良
F
t
手
流
泊
土
地
改
良
隊
、

正
常
技
術
的
改
部
向
上
を
肉
る
た
め
に
技
孫
チ
衡
の
友
会
、
次
孫
子
相
帯
低
金
、

機

叫

砲

し

ま

す

。

策

絡

陣

支

号

、

淡

阿

部

子

市

マ
期
間
・
村
尚
河
川
臼
(
之
)

H

H

除
小
学
生
総
滋
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
線
終

(

問

削

〉

定

食

と

し

て

の

来

的

隊

機

し

、

未

m

v会
議
中
央
公
削
開
館
ホ
ー
ル
泌
焚
叶
拡
大
を
e
ナ
ど
も
淡
口
書
道
を
持
制

t

v
g経

H
月
間
箆
午
前
9
時
か
ら
で
理
解
し
て
も
h

つ
た
め
に
、
機
滋
コ

点
午
ま
で
共
進
会
出
品
粉
々
付
、
午
ン
タ
ル
を
実
地
し
ま
す
。

後
I
時
か
ら
8
時
ま
で
持
送
会
出
品
ふ
る
っ
て
よ
必
拶
く
だ
さ
い
。

物
事
世
資
・

H
滋
午
前
日
時
十
行
守
時
間
マ
融
自
削
統
制
惜
‘
テ
1

7

3
、
4
年
生

3
時
ま
で
イ
ン
一
ア
ィ
ア
カ
ゲ
ム
大
♂
}
ν
U
か
り
i

r

d

、
6
年
生

z
千

人封、

H
午
か
ら
午
後
日
時
ま
で
出
口
蛸
銭
円
未
い
⑨
開
聞
紙
1
M
片
的
潜
初
隊

約
即
心
光
子
仏
料
、
午
後
3
時
か
ら
4
時
に
山
間
関
川
し
た
同
刑
執

ま
で
郎
先
手
仏
料
品
川
引
き
機

L

V

応
募
資
格
市
内
的

3
年
生
か
ら
6

wv
出
殖
し
〈
け
隙
J
@
焼
事
務
淡
コ
年
生
ま
℃
の
小
学
生
に
依
り
ま
ナ
匂

正
し
〈
織
っ
た
つ
も
り
そ
も
、

i
p
i
〈
午
前
刊
時
か
ら
午
後
2
時

V
絡
線
方
法
作
品
の
索
に
中
年
、
氏

期
同
制
閥
均
同
体
に
欠
泌
が
あ
っ
た
た
め
ま
で
)
@
小
学
一
余
波
山
ナ
コ
ン
ク
;
ん
お
を
記
入
、
裂
に
は
校
刷
、
学
校
名
hp

ケ
カ
を
し
た
と
い
う
山
内
が
多
〈
主
(
午
前
9
時
か
ら
や
後
3
時
ま
む
〉
明
記
し
て
市
役
一
昨
幾
政
課
へ
待
券
ま
た

っ
て
い
ま
ナ
。
実
際
に
欠
総
湘
開
門
仰
@
蹴
脱
線
約
〈
卜
?
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
〉
は
獅
滋
ひ
と
り
1
点。

と
そ
的
改
良
ロ
仰
を
比
較
的
悦
市
し
、
絡
め
即
売
(
午
総
目
的
吋
か
ら
午
後
2

w

v

駿
一
…
訴
・
祭
影
作
刊
聞
は
産
業
ま
つ
り

商問
u
間
湾
市
骨
内
災
郎
内
在
知
ら
せ
る
な
時
泊
分
)

A

W

同
体
内
、
淡
水
魚
か
い
閣
に
夜
一
部
r

拙
付
制
問
段
、
入
選
、
役
仰
げ
に
員

ど
し
て
ほ
殺
を
山
出
し
ま
す
。
め
綴
刑
判
山
コ

i
ナ
i
〈
午
州
問
問
問
時
か
ら
状
お
よ
び
賞
品
を
綬
与
f

出
口
山
者
会
員

総
絞
コ

i
ナ
ー
も
問
問
問
闘
し
ま
す
c

午

接

毛

時

ま

で

〉

に

参

加

賞

危

瞬

間

料

品

商

お

芝

生

復

伐

採

子

市

幾

仲

香

川

和

会

マ

閉

め

切

り

凶

月

初

門

口

午

後

ら

時

あ

れ

こ

れ

滋

vmし
い
骨
わ
せ
雌
絞
殺

71 
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近
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襲
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縛
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築
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滋
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と
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叫
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滋
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込
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嫌
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築
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付
期
間
・
溺
滋
込
み
が
寸
き
る
人
。
な
お
宅
係
線
地
売
す
る
揃
晴
樹
附
を
深
め
、
こ
の
九
統
的
停
に
遠
一
位
ゆ
閥
均
閥
柏
崎
域
や
連
ベ
イ
称
、
待
機
事
、

e
m
用
途
第
1
純
明
快
臨
時
世
骨
削
出
総
抽
品
川
N
m
m
u
a
{
水
〉
か
ら
お
沼
(
火
〉
資
制
間
約
と
問
時
に
的
料
約
保
証
金
と
L
て
寸
る
建
築
物
を
来
仲
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仲
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績
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滋
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献
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縫

ι対
し
て
迷
惑

2

0

0

%

)

は

脇

陣

き

ま

す

6

術
紋
綴
絞
淫
諜
(
綴
出
M
V
繍
せ
ん
時
決
潟
@
Z
画
地
に
申
込
か
ら
げ
諒
〈
水
)
的
皇
滋
出
回
が
奴
関
ー
に
な
を
及
は
す
ば
か
り
せ
な
〈
、
々
の
綴
総

1
i
1
4
@
務
紙
上
水
道
、
鈴
木
(
織
さ
、
繋
零
時
議
2
宅
我
孫
子
釈
中
期
日
後
教
が
H
V
と
り
の
受
良
、
そ
の
申
込
者
り
ま
す
。
物
密
主
的
防
火
、
滋
鋭
、
檎
迭
に
つ
い

一

主

聖

一

1

i

↓
1

H

i

-

-

E

1

川
4
4
イ
バ
4
1
'
l
A
を
当
選
殺
と
し
と
決
定
議
中
、
章
一
議
賀
市
町
害
対
象
て
も
震
が
生
三
て
き
ま
す
卒
物
を

同

g湯
3
1
T
a円
相

叩

脚

、

e
'
ω

ぬ

υ
m
A
M
V
-
A
u
q
由

民

U
削

a
u
明

の

υ
-
n
w
m
白

U

聞

の
U
U

四

a
u
叩

一

以

劉

一

一

問

一

川

一

世

間

一

世

間

一

竺

同

一

日

出

川

一

T
望
号
議
官
人
以
上
い
に
公
開
一
義
務
パ
ト
ロ
i
z
z
建
て
る
と
え
需
号
、
}
と
に
つ

一

靴

麗

一

格

一

ゴ

盟

四

一

川

…

笠

宮

山

一

仰

一

団

法

一

言

は

公

開

ぎ

に

よ

り

当

選

れ

ま

す

e

ま

皇

室

主

主

い

て

警

に

望

書

し

な

い

一

村

豆

一

F
蒜
拡
↑

m
R広
匹

思

恥

麻

布

一

者

を

震

に

襲

名

れ

そ

ょ

っ

、

お

互

い

差

し

ま

し

{

一

一

一

琵

訂

州

叶

附

↓

州

4

l

w

「

州

副

一

竺

m

w

…

竺

判

明

一

般

一

Z

Z

@

棄

に

つ

い

て

は

土

地

童

詩

暮

す

芸

い

音

寺

霊

指

導

課

;

[

翌

日

一

M

M
一
M
一
削
一
川
一
川
一
日

M
M
…
剛
一
川
一
語
墜
事
業
ニ
よ
る
線
量
的
た
め
、
新
緩
や
重
工
事
定
作
~
?
と
き
は
も

:

一

睡

関

…

似

が

紘

一

配

…

封

一

副

…

志

一

配

一

E

一

事

…

紅

一

ー

叶

j
-

ー

す

j
削
ア
乍
十
1

E

十

ど

ど

H寸
ム
ド
ム
ー
;
斗

h
十
ー
ム
量
処
分
後
に
行
い
ま
す
包

;:ptt;J¥:…一;
3

:

‘

・

7
h

r
L一昨
一

担

一

坪

一

色

川

一

則

一

佐

川

一

制

一

川

一

世

也

監

さ

年

間

誌

に

級

殺

す

る

ζ

と

が

産

業

蕗

ム

ブ

芸

誌

詮

議

…留

f
路

一

』

一

的

一

定

工

ト

7
4ぃ
下
寸
よ
l
十
斗
よ
i

十

斗

で

さ

ま

え

た

だ

し

襲

撃

登

記

'

・

i

d

J

・

1

4

1

1

ム

~

:

7l)下型服一士山吾輩出向一向一
Z
u
l
u七日

U
H
F
-
z立
て
に
は
許
可
が
必
襲

を

桜

一

議

つ

一

樹

-

一

l

寸土
7十
十

斗

:

一

ー

工

ー

ー

す

る

入

量

芸

員

談

会

童

‘

宅

地

主

主

望

書

室

棄

物

を

さ

て

る

雲

、

鴻

清

一

一

帖

注

目

一

八

万

一

輪

持

一

5

7

一

3

一

4

7

一

2

7

7

一

5

7

一

き

い

@

室

、

取

り

扱

い

議

議

は

あ

た

り

、

警

雲

安

易

に

三

ク

リ

毒

物

足

雪

び

講

義

す

る

臨

r
B

一一

e
e酌
に

一

。

以

汁

十

上

下

ふ

i
下

十

i

十

i
十

j
十

l
十
;
「
l
ん
米
海
銀
行
我
孫
子
交
筋
で
す
9
1
ト
ガ
ラ
言
ル
‘
地
下
鉄
工
事
な
ど
義
」
に
き
議
、
許
可
や
塁
線

今
刊
行
行

I
Y日
時

計

一

一

奴

伸

一

7

一

お

百

五

五

五

一

幻

お

一

主

主

甲

問

い

合

わ

せ

区

総

務

翠

か

お

る

警

工

事

奪

い

返

さ

き

年

ら

な

け

れ

ま

り

ま

せ

ん

E

4

「
一
四
吋
…
一
一
部
殺
…
7
一
家
一
剖
一
町
議
一
庄
一
3
一

I
一
正
一
ま
…
3
一

γ
i
-
r
j
一
仁
い
い
じ
:
;
ト
L
「
!
?
ー
い
l
l
「
L
I
l
l
-
γ
L
I
l
-
-
一
し
宮
8
1
1
8
ー
な
ど
め
救
護
義
を
受
け
入
れ
た
こ
毒
議
長
に
つ
い
て
は
‘
護
霊

霊
霊
霊
霊
蓋
謡
寝
寝
霊
三
一
き
芸
蕊
謹
議
護
芸
蓄
蓄
霊
塞
霊
霊
霊
霊
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
烹
議
謹
謹
暴
霊
護
護
護
符
と
で
、
ト
フ
ブ
ル
が
多
発
L
てい念率争寸す，~⑬仇物明であるか
yどい

3
司

3》ふか昨篠聞認

Lι、同濁潤護滋に

ト
ラ
ブ
ル
は
「
災
隙
い
い
土
を
入
れ
て
殺
伐
い
や
い
か
け
な
い
よ
三
}
奴
縫
〈
だ
さ

み
る
と
、
織
の
ふ
ム
に
な
と
ま
な
か
っ
た
へ
い
n

「
待
な
い
ヘ
ド
口
寸
絡
下
水
が
心
総
ヘ
V
照
会
せ
県
魚
川
畑
綴
境
課
世
0
4
7

、
機
人
時
的
騒
音
が
う
る
惑
い
L

な
ど
自
の
ぷ
〈
岱
」
2
6
6
4
、
前
線
機
保
全
事
部

ゆ
湾
問
段
、
日
本

火
災
海
上
グ
ラ
ン
ド

m
w
n
M
M
E
肉
体
育
的
問
、
N
U
本
火
災
い
符
を
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
可
ぷ
叫
帯
棚
問
い
合
わ
せ
体
積
察
官
{
出
町
~
1
1
5
1

梅
ト
…
グ
ラ
ン
ド
で
「
十
府
間
民
体
力
っ
く
り
年
体
力
制
閉
廷
コ
ー
ナ
ー
い
や
ぷ
耽
ス
ポ

火
ム
五
」
を
隊
機
し
ま
す
G

ー
ツ
コ
i
ナ
1
い
も
田
宮
膏
号
機
伐
の
カ

鋭
部
、
多
く
の
が
燃
が
券
加
し
、
む
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
瀞
加
で
き
ま
す
。

か
で
競
争
や
綴
引
き
な
ど
に
然
持
ち
良
当
日
、
滋
緩
会
場
へ
来
て
く
だ
き
い
。

?
e
J
1
 

態
収

縮

四

島

は
も
齢
一
年
・
ナ

カ
一
体
「
刊
の

定

た

溺

な

カ
あ
体

む
叩
月
2
8
午
後
9
時
か
ら
3
日
午
後

6
時
ま
で
C
m
n
5
U
M
午
後
9
持
か

ら
8
a
午
前
6
時
ま
で
の
刊
月
8
n

や
後
9
時
か
ら
ち
沼
午
約
8
時
ま
で

w
v
問
い
合
わ
せ
成
問
機
線
交
区

惜

0
4
7
6
(
捻

}
0
1
1
3

ee 
力協阻荘

一
月
旬
一

一

ω上一

次
的
期
間
剤
、
持
作
附
附
m
w
丹
波
修
ま
務

を
行
い
事
す
お
ご
協
力
く
だ
思
い
。

調北官酷議

室~À トアー十字蕗

軒本語培

島らさ野罷埠

事輩、有量lT自
菌、江草培、読々田

毒性下新障

轄轟軒盟、大It襲露

連蕎欝事罷

中時

中里、中里軒龍

吉戸、 E議

軒本{罷誌を睦i)

輩、車

尭i・2H
i金本5-9T霊
{学曹通時、欝義Y

1¥-.の畠自議会を

吉tl

つn野
~奇輩

布施

費聾干(識下童謡書

を捧〈麗選8号韓:it
輔)

警由、曹出合1-4
τ霊

港北幸1-6T目
渇主告8-1事T富
蕗蕗

欝欝新器

廃尭戸葺毘‘関尭戸

車it嘉子1・2T目
高野肉、産罫串義問

実主告1-6T書

下ヶ戸

華韓(識下、豊子原

の事自治脅を舎七}

襲韓al-5H

専問1-3T量
畠由1-3T華

麗1・2T罰
葺裏守義強

若松

緩戸、銀戸線綴、善幸戸 1~3T司、会沼 1~4T露、主主孫子、手~I悪苓毒菜園、自;l11~3丁目、本語~f1 ~3丁目、

事格、久竜寺霊室、つくし録、矧む官僚鎗(3号4章、 1 4-22-等綴、 3ト4持者車、 42吋持者革、事1~6B号機、均等縁、
喜7~9Z帯筏}

務総、事委1.2T菌、努1・2T岳、袋、泉、隣監事虫、喜喜重子山新問、 下ヶ戸、関言語戸、望号事告戸新鋼、事事務、
主体 5~9す躍、天日 1~6T閥、職双子 1 ・ 2T話、柴棒、iI，II:I尚喜室長主 (1 ・ 2号機、 4~1拐事章、
2ト33号機、 41号室菜、 5ト6~号機、 Sト7世帯畿、?ト86号榛)

72 

当援軍庭ゴミのホに盟カン・

ている翁告鉱器集Lま全土ん/
議E空ボω ル絡をゴミ番線に値踊Lた毎会i本線
盤L草ぜん。
誌を離陸ゴミ鞍綾揖が祝祭袋持絡会1;1:，次総程

綾臼になりますa

?雪山、轡ÚI会 1~4T岳、終縁台 1- げ昌、番号吉野新f言、獄始 1~げ露、潮崎容~Hf丁目、中豆、
冷E望新問、中毒事、古戸、時f号、新本、新本隊機、あら喜重苦節宣告、奇抜、布佐IT襲、江E菱重語、警官、新々問、
総選語薮鶴、大作議E語、布佐下新潟、 i受怒前事11ll



第646号

j喜易自誌なぜ必要か

農家の方へ

窪
紫
、
リ
ン
ガ
相
当
嚢

額
料
で
農
諮
記
雛
入

争
資
m
m
持
犯
の
た
め
、
市
と
附
内
開
制
緩
め
約
8
0
0
ト
ン
が
見
込
ま

で
は
窒
素
、
リ
ン
を
叫
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滋
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料
刊
と
し
て
符
品
別
で
す
。
受
け
入
れ
を

救
淡
さ
れ
る
方
は
、
無
料
で
幽
蹄
絡
ま
で

搬
入
し
ま
す
の
で
、
湾
機
州
開
ふ
淑
繍
糊
ま
で

ご
連
特
〈
だ
き
い
@

な
お
、
ホ
チ
イ
ア
オ
イ
町
田
恥
科
は
運

動
伎
で
す
の
で
、
農
地
搬
入
後
は
、
ヮ

ラ
、
オ
ガ
ク
ズ
な
ど
を
摘
出
入
の
う
え
、

滋
夜
持
出
さ
せ
て
会
」
制
刊
問
問
い
た
だ
け
れ
ば

よ
り
熱
療
が
ふ
り
求
寸
暇

V
申
し
込
み
・
棚
問
い
合
わ
せ
環
境
保

余
綴

争

争

川
河
川
門
民
i
鈎
日
行
政
椋
畿
満
開

現
在
、
市
内
議
料
開
綴
燃
は
1
0
9
人
。
カ
は
欠
か
せ
ま
役
ん
紗
時
卒
、
…
時
年

こ
の
う
ち
も
添
加
部
、
通
惨
な
ど
町
本
訟
の
会
総
で
創
刊
総
則
的
壊
時
間
が
漏
水
し
た

み
ぞ
脇
附
い
た
柑
減
給
要
員
(
浴
時
間
隊
)
は
Mm

織
、
徹
夜
で
え
の
フ
緩
み
や
巡
隠
を
し

人
で
す
。
し
か
し
夜

g
勤
務
の
た
め
、
て
く
れ
た
消
防
団
員
四
滋
躍
は
、
ま
だ

盗
品
制
可
能
な
鞍
異
は
半
数
的
総
人
J

き
認
畿
に
萩
し
い
と
こ
ろ
で
す
G

ま
た
火

ら
に
公
休
や
餅
修
そ
め
柚
略
的
殺
を
除
〈
災
時
時
、
初
期
待
火
心
強
い
嶋
市
時
間
帯
鳴
も
h

と
、
常
時
繍
火
作
議
に
あ
た
れ
る
の
は
説
続
会
紡
い
だ
り
、
残
火
を
見
守
っ
た

お
人
総
淡
に
す
ぎ
ま
せ
ん
c

わ
ず
か
お
り
、
燃
議
す
る
に
は
、
数
を
必
需
常
と
す

人
で
.
n
u
万
人
再
生
命
と
対
擦
を
μ子
会
る
た
め
消
訪
問
山
は
不
可
欠
e

ま
さ
に
液

た
め
、
日
夜
務
災
め
付
院
に
あ
た
っ
て
い
訪
箸
と
消
防
凶
凶
は
率
的
綴
織
と
も
い
え

る

わ

け

で

す

ぬ

ま

し

ょ

う

。

小

さ

な

大

重

淡

な

ら

こ

れ

だ

け

で

潟

紡

銅

貨

は

減

る

一

方

十
分
対
応
で
き
ま
す
が
、
大
火
や
、
合

開
叫
に
よ
る
災
害
の
時
は
、
鴻
効
後
内
総
車
内
情
明
附
服
用
出
は
お
分
切
に
分
か
れ
‘

(3) 1制 10.1 

+ 

みんなでつくろう静かな衡を

準器やステレ才的音

をど、あなたには快い

安も、 E書室圏内人にはi主
要装になっているかもむ

と近所へ的添いやり

やさしさを隣人に

10月1日から
赤い羽根共i湾募金

グ
や
き
し
さ
を
隣
人
に
命
的
ス
口

i

f
ン
の
も
と
に
、
今
年
も
時
間
月
1
m
m
か

ら
赤
い
調
印
概
供
問
問
線
品
慨
が
始
ま
り
ま
す
g

昨
部
は
掛
閥
会
、
ん
の
善
意
と
ご
協
カ
に

よ
り
、

9
1
1
一H
4
3
2
2
m門
の
幾
織

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
“
俊
幸

ん
か
ら
の
ご
寄
付
は
、
舟
綴
り
的
な
い

円4
 
7
 
怠
怯
e
h

的
制
・命、

子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
体
の
不
自
治
な

人
‘
貼
附
け
る
人
の
い
な
い
家
蕊
な
ど
多

〈
丹
添
っ
た
人
々
へ
の
救
持
拡
緩
わ
れ

ま
す
司
ま
た
、
こ
う
し
た
人
た
ち
に
挫

し
で
も
幸
せ
に
銭
榔
附
し
て
も
ら

4
た
め

的
選
織
が
心
部
い
泌
総
共
開
募
金
運
動
L

今
年
も
皆
さ
ん
の
滋
か
い
機
智
い
に
よ

り
、
ひ
と
り
で
も
歩
〈
的
人
々
が
幸
せ

に
然
活
で
怒
る
よ
う
.
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

wvmい
脅
わ
廿
厚
生
課

然関募金

行楽シーズンは
おき巣のかせぎ時

日
月
日
白
か
ら
お
自
ま
で
の
刊
日

開
問
、
款
の
金
協
隊
内
相
迷
婦
が
陥
棋
倒
間
話

れ
ま
す
。
秋
的
行
機
シ
!
ズ
ン
を
迎

之
て
外
山
摘
す
る
醐
間
企
が
#
く
な
り
ま

す
が
、
品
事
国
滑
に
と
っ
て
も
、
こ
の

時
刻
ほ
か
せ
害
時
家
を
明
け
る
と

き
は
必
ず
カ
ギ
を
掛
け
隣
汲
般
に
一

声
か
け
て
山
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
カ
ギ
を
掛
け
て

も
、
す
ぐ
酬
明
き
抗
て
し
ま
う
よ
う
な

機
感
な
も
町
で
は
、
な
ん
に
も
な
り

ま
せ
ん
a

盗
難
防
止
に
は
り
ン
ド
ア

z

ツ
i
口
ツ
ク
が
効
雨
明
的
問
で
す
E

…

皮
家
後
そ
ろ
っ
て
議
中
的
戸
締
ま
り

的
点
機
を
し
ま
し
ょ
、
フ
O

V
問
い
合
わ
せ
市
民
体
活
線

11日明日日目人嘩 ; 
舗人で守番I?I 
l??533選j
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議
の
滋
叫
刊
悼
惜
ご
泳
縁

日

M
m
月
7
日
〈
日
刊
中
盤
一
議
議
神
社
内

側
向
山
情
的
た
め
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
2

時
ま
で
、
地
区
内
主
幹
道
路
で
み
こ
し

技
御
、
向
車
出
現
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
車

両
町
漁
戸
村
は
品
晶
体
閉
で
す
的
で
、
一
見
開
制
を

お
被
い
し
ま
す
。

ま
た
、
午
後
6
時
よ
り
神
社
境
内
に

お
い
て
摘
骨
消
火
会
が
奉
納
さ
れ
、
緩
m地

滋
り
は
混
雑
が
予
想
き
れ
ま
ナ
。
単
一
期

的
通
行
に
は
十
八
河
川
}
総
拠
品
〈
だ
普
い
令

土
問
去
の
場
合
は
m
w
m
m即
時
(
鋭
)

@子ども F躍みこ L~聖書事経路毒事
{蓋Z盈嘩}
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問 10. 1 (4) 

まちは今どんな顔…22課長35
U 指

吉野手4~等より、ñJでは較しい総合針騒の策定作裁を滋めであ
ります。これまでは、我孫子汚の現況曜をとらえ滋買すこと夜中山

に行つ℃きまし1:::..この淑滋分校の絡重軽を9~菩1BB号より cao

びよ:9華麗J として4在意シリーズで事態語寵してい絞す。この Fあび
Zこ9纏 J は分童書ごと1;::'軍需主革手術の現状夜分析し、行総の諜鐙を
託料訟に霊長dこめており霊長す。富若草翠i誌、生鴻車種草著書器量生、続務談事事、
主主会事聖書箸の現況についてみ定ました.ここでは、主士会福祉、祭事童

窓療、総重量生滋!とついて巷替えてみ絞殺，これから行われるEまち
づくり戸ンケートの著書者雪量産税とし℃お鐙いく犯さい。

僚警墨い合t主 総合計語翻策定事務罪器官(85)11竹内線225

教
会
総
統
と
は
、
ハ
ン
ヂ
ィ
キ
ャ
l
J

そ
め
中
ぞ
は
、
岡
山
や
織
的
制
緩
に
よ

プ
を
持
つ
人
々
が
社
会
的
中
で
生
き
て
る
手
当
や
部
品
滞
な
ど
の
金
銭
的
援
助
と

ゆ
く
た
め
に
必
袈
な
必
ず
助
け
を
す
る
こ
殺
人
・
障
害
者
へ
的
篠
山
馳
奉
仕
良
の
派

と
と
考
え
ら
れ
李
小
、
噛
砲
に
よ
&
笹
川
官
生
活
の
…
加
融
を
支
え
る

殺
孫
子
市
的
会
謡
祉
に
つ
い
て
ゆ
サ

i
ピ
ス
が
や
L
M
と
な
っ
て
い
ま
す
，

後
も
ハ
ン
デ
ィ
め
火
器
い
と
慾
わ
れ
る
ニ
れ
に
対
し
、
緩
和
初
防
年
に
一
打
っ
た

心
舟
綴
綴
殺
を
中
心
に
、
淡
況
が
お
調
べ
心
身
隊
誕
百
五
世
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
‘

ま
し
た
e

H

m

祉
事
義
的
総
火
や
分
譲
人
的
派
山
地
の

念
め
細
か
な
サ

i
ど
ス
と
拡
大
ば
か
り
で
は
な
く
、
療
養
訓
練
、

窃

泣

へ

の

緩

勝

後

我
判
郁
子
市
の
い
鵠
校
対
象
者
と
そ
の
家

族
へ
の
総
策
は
、
干
の
淡
町
よ
う
に
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

帯
主品
M

一
歩

時
刺
激
糾
練
‘
蕊
労
機
会
的
欲
火
な
ど
の

地
域
校
品
ふ
と
の
か
か
わ
り
の
た
め
の
線

機
も
婆
祭
主
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
審
議
会
で
も
、
き
め
雑
か
な

サ
l
v
h
ス
め
充
築
と
共
れ
い
、
際
傷
者
向

自
立
へ
の
援
助
が
必
獲
で
あ
る
と
め
燦

然
も
滋
さ
れ
て
い
ま
す
a

鞘
哨
在
の
綴
投

機
殺
は
、
制
限
、
登
共
に
十
分
な
も
的
で

は
な
い
と
い
え
ま
す
。

警の謹

ス
に
加
え
て
心
的
こ
も
っ
た
サ

ivL
ス
が
大
明
で
あ
る
。
例
え

ば
、
叩
悶
党
時
陣
答
者
へ
の
満
期
知
交

は
点
字
で
山
部
ぜ
な
い
か
。

@
障
害
者
が
抽
地
域
内
中
で
滋
立
し

て
い
〈
た
め
の
務
殺
が
紛
い
。

特
記
、
州
制
労
約
機
的
確
保
は
議

姿
と
用
品
わ
れ
る
。

血帯側制札慨サ
i
ピ
ス
は
パ
ラ
叩
キ
で

は
な
く
滋
点
的
問
品
分
が
必
削
有
明
、

足
り
泣
い
施
設

不
謹
怠
麗
設

次
に
総
長
棋
の
杭
況
は
Y
い
う
で
し
ょ
う

均
衡
市
内
内
心
身
豊
百
恭
一
収
工
分

象
と
し
た
地
設
で
は
、
身
体
問
揮
官
官
務
総

数
々
ン
タ
1
「
身
体
脇
陣
後
殺
が
縫
能
開
閥

復
訓
練
を
行
、
フ
た
め
昂
端
、
ヲ
徐
州
協
」
、
簡

易
7
ザ
;
ス
ホ
ー
ム
へ
心
身
障
市
部
副
品
叫
期

総
悩
縄
問
削
」
、
通
経
輯
捌
紙
作
柴
崎
(
日
比
営

.
心
身
帥
陣
織
殺
の
職
業
訓
練
u
品川
V

仕
事

的
場
で
、
総
攻
的
た
め
の
阿
南
助
キ
怖
い
ヲ
ゐ

泌
総
」
な
ど
が
あ
り
李
令
。

L
か
し
、
必
婆
と
さ
れ
ゐ
鋭
校
跡
地
設

は
‘
対
象
お
に
よ
り
様
々
な
も
め
が
あ

り
ま
す
む
志
向
的
心
身
後
車
問
巻
(
児
J

が
市
外
総
淡
へ
入
所
す
る
た
め
に
待
機

し
て
い
る
例
も
あ
り
、
種
線
、
総
と
も

情
相
殺
が
不
問
脱
し
て
い
る
と
い
え
ま
ナ
。

ま
た
‘
総
訟
の
配
裁
を
み
宇
す
左
、

交
通
の
鎖
的
感
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
地

域
の
中
で
橋
被
告
考
え
る
際
的
認
。
と

な
り
に
く
い
と
按
捕
摘
さ
れ
と
い
ま
す
π

74 

ら…均一ゴ
イ
一
役
…

サ
…
一
一

フ…綴一一

イ一叩フ…

b
z
p
}
一〉

…
人
亨
担
一

j

…
治
封
寧
培

…
会
記
辻
一

Emu 

者

一

蹴一令
本
一
す
ゆ

象

一

um
一

・

後

一

年

対

一

議

一

j

一

宿

高

粂

一

癖

円

壮

地

域

投

金

全

体

か

を

考

え

て

い

く

ζ

と
が
大
き
な
議

で
の
支
え
が
必
要

f
u会
で
の
?
ノ

社
会
福
径
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
…

e
ひ
と
れ
ソ
絡
し
の
老
人
に
対
す
る
…

際
吋
閥
的
間
同
体
や
ボ
ア
/
テ
ィ
ア
に
よ
る
‘
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
的
問
的
一

一
出
品
聞
に
多
〈
内
線
分
が
M

関
わ
れ
て
い
ま
一
綴
燃
が
怒
い
よ
T

フ

ペ

一

す
"

-

a

皆
様
栓
に
附
削
ず
ゐ
広
報
は
お
知
ら
…

判
明
級
、
後
孫
子
市
に
は
、
制
四
社
対
象
…
せ
が
中
心
で
mw
い

。

一

者
と
そ
の
家
族
を
主
体
と
す
る
白
造
的
一
@
市
議
員
が
障
害
談
毒
す
る
一
点
と
え
ば
、
事
イ
ス
で
汚
れ
る
ス
口

畑
山
体
や
2
・

3
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
体
一
機
会
が
暴
く
作
り
、
行
附
と
し
…

l
ブ
、
身
隊
翁
別
ト
イ
レ
、
府
宇
ブ
ロ

が
み
り
ま
す
e

…
て
の
橘
祉
の
一
泌
総
合
議
め
で
は
ひ
…
，

y
ク
、
音
約
機
惨
な
ど
の
施
設
燃
機
が

し
か
し
、
市
民
的
一
蹴
社
滋
織
は
ま
だ

f
i
l
l
f
l
i
l
i
-
-
t
!
i
L
M
W務
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
議
議

回
収
μ
は
い
ぺ
刊
十
議
川
障
審
者
の
歩
け
る
ゴ
パ
リ
川
護

j
iが
ま
だ
わ
ず

口
勺
計
七
十
h
h
y
家
ぢ
づ
く
り
白
揺
し
袋
駅
引
い

i警
に
と
っ
て
酔

け
作
り
や
祁
削
除
を
支
え
る
た
め
に
行
殺
際
議
殺
の
多
〈
は
、

aF悔
や
級
殺
に
き
や
や
，
い
道
は
、
総
常
殺
も
揖
き
や
す

が
絵
比
略
的
問
な
役
判
別
を
し
て
い
る
と
も
い
こ
も
り
が
や
り
で
す
。
こ
れ
は
、
…
ヴ
ト
ト
い
と
い
う
戸
が
あ
り
ま
し
た
お
地
域
社

、
え
ま
ぜ
ん
。
は
、
脇
陣
害
者
が
問
山
闘
は
父
様
に
告
け
る
食
品
応
体
で
の
支
え
と
と
も
に
、
感
市
常
務

こ
れ
か
ら
、
行
役
・
市
災
・
納
品
域
社
即
時
議
総
僚
が
充
分
で
な
い
た
め
と
考
、
え
の
告
げ
る
ま
ち
つ
く
り
は
、
今
後
円
霊

会
全
体
で
い
議
後
を
い
か
に
支
え
て
い
〈
ら
れ
ま
す
。
饗
な
談
削
糊
し
心
勾
え
ま
す
む

ライフサイクルから
jity社会穏主u霊祭
対親施事世の中から各ち

ん主繋なもの2つを滋

んだ含貫主らんの書草分l立、

対象となるを量殺がない

とを表かすた9



設
が
不
足
し
で
い
る
と
同
時
に
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
要
望
、
不
満
が
強
い
こ
と

も
事
実
で
す
ロ
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

市
で
は
関
係
機
関
へ
積
極
的
な
働
き
か

け
を
行
い
、
協
議
・
調
整
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
U

身
近
か
な
医
療
地
設
の
充
笑
と
と
も

に
、
救
品
品
隆
療
的
体
制
強
化
も
議
出
慣
な

謀
総
で
す
。
市
内
は
は
、
現
政
、

4
つ

め
数
急
胤
仙
波
術
院
が
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
湖
北
よ
り
閥
的
協
一
駄
に
あ
り
ま

宵
附
附
胤
な
ム
問
機
・
や
入
院
が
印
税

一一
i
ズ
に
沿
っ
た
新
た
な
保
建
サ
!
ピ

ス
を
検
討
す
る
必
婆
が
あ
り
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

総
合
的
対
応

地
域
的
対
応
品
、
新
た
な
然
鐙
サ

i
y

ス
め
必
務
性
な
ど
が
ポ
め
ら
れ
る
ほ
ど
、

サ
i
ピ
ス
党
総
供
す
る
倒
的
問
問
問
閣
が
火

器
〈
怒
れ
て
事
ま
す
n

つ
ま
ぬ
リ
、
H
V

と
り
の
人
わ
ら
、
む
に
サ

i
ピ
式
が
機
綴
怒
れ
る
必
然
が
あ
る
め

人

ガ

支

え

る

に

ま

か

せ

ま

せ

ん

@

今

後

の

入

村

確

保

霊

長

く

な

っ

て

い

る

す

で

す

切

に

対

し

て

、

?

三

姦

孝

義

や
m
円
滑
で
き
め
綴
か
い
活
動
揺
世
間
聞
の
検
こ
の

4
7な
ふ
l
ズ
い
い
対
し
て
は
、
も
総
合
的
に
議
織
が
と
れ
て
い
な
け
れ

飽
域
保
健
討
な
ど
が
こ
れ
か
ら
の
お
怒
と
い
え
ま
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
対
象
を
限
っ
た
傑

5
2芝
n

段
、
議
市
町
に
も
な
く
、
千
葉

地
域
に
街
桜
に
関
っ
て
保
健
サ
!
ゼ
す
c

健

サ

ー

ビ

ス

で

は

対

応

で

き

ま

せ

ん

位

攻

衣

、

災

時

晴

子

高

で

は

、

市

め

織

療

や

都

内

に

淑

ば

れ

て

い

ま

?

"

ス
食
付
う
た
め
に
、
保
健
一
瞬
に
加
、
え
て
措
畏
二

i
ズ
と
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
、
た
と
え
管
一
霊
を
は
仁
め
、
小
笠
主
に
つ
い
な
い
」
支
え
る
た
め
に
持
法
学
J

へ

き
J

は
こ
の
よ
、
る
叫
刊
紙
に
お
け
る
欄
邸
機
的

昭
和
間
部
8
月

か

ら

は

も

保

鐙

畿

室

員

ば

、

世

代

‘

健

康

状

態

な

ど

に

合

わ

せ

て

は

教

育

委

員

会

、

ま

た

、

問

時

的

後

幾

多

い

と

い

、

え

ま

す

G

V

と
つ
は
、
絞
殺
鐙
療
機
関
と
の
瀦
絡

が
活
動
し
て
い
ま
す
の
ニ
の
す
な
人
特
別
だ
益
保
健
一
サ

j
ピ

ス

主

審

理

的

ブ

口

グ

ラ

ム

が

必

要

で

所

、

主

量

警

な

ど

で

そ

れ

ぞ

味

安

山

り

で

き

る

主

で

あ

り

、

意

語

皇

制

相

ネ

y

燦
円
前
払
則
が
、
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
機
織
管
理
一
に
つ
い
て
の
み
な
き
み
の
す
。
協
和
臼
年
か
ら
は
叫

t以
上
町
人
行
っ
て
い
ま
す
が
、
総
合
的
切
な
対
応
p

ト
ワ
!
タ
化
を
治
る
必
繁
が
あ
リ
ま
す
a

て
、
品
川
統
的
に
な
れ
る
ニ
と
が
警
?
三
誉
つ
つ
あ
り
ま
す
捻
宗
教
と
し
て
、
健
康
教
育
か
り
機
能
で
き
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
p

f

医

療

体

制

へ

そ

円

た

め

に

は

d
草

寺

草

、

な

れ
ま
十
。
紛
糾
汎
に
な
ら
な
い
た
め
の
チ
燃
や
事
訓
練
ま
で
行
え
る
お
人
健
康
制
度
も
実
も
ち
ろ
ん
、
抽
出
家
は
み
な
さ
ん
ひ
と
医
事
サ
ー
ビ
ス
は
、
民
間
に
依
存
す
く
、
泣
隣
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
広

し
か
し
。
災
救
で
は
人
材
も
扮
な
〈
、
総
然
災
の
た
め
の
線
総
な
ど
は
一
燃
え
て
、
総
必
守
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
光
分
に
機
り
が
と
り
の
際
関
砲
で
あ
っ
て
、
み
ず
か
る
部
分
が
多
〈
、
市
が
扱
え
る
部
分
は
域
的
な
数
急
体
制
的
使
備
も
検
討
し
な

川
崎
械
に
お
け
る
サ

i
ピ
ス
も
縁
日
つ
よ
う
級
機
的
別
に
線
機
を
機
加
階
し
た
い
と
い
う
総
し
て
い
る
K
は
い
え
な
い
よ
う
で
す
“
三
官
越
す
る
必
姿
が
あ
り
ま
す
炉
、
そ
凝
ら
れ
て
い
ふ
ま
九
し
か
し
、
医
療
抱
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人る、ぇ中又一を「
議
一
億
億
推
進
鎌

時
二
計
ト
制
日
付
制
J

官
二
穣
教
車
両
受
講
者
一

f

か
ら
華
端
、
、

災

孫

子

市

て

の

疾

室

状

況

を

;

保

健

セ

ン

タ

i中
山
以
地
域
で
の
き
め
縮
か
な
係
機
サ

i
ピ

心

帥

崎

市

明

な

ー

と

，

ス

は

、

前

震

の

み

主

さ

ん

ひ

と

り

ひ

と

成

人

京

高

い

総

合

言

め

て

い

ま

す

。

の

保

健

事

業

り

の

縫

療

を

支

え

る

ポ

イ

ン

ト

に

な

り

一
宮
、
管
淡
瀦
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
潟
十
賀
市
町
保
健
単
品
果
的
犯
官
と
し
て
、
絡
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
保
健
セ
ン
タ

か
ら
は
、
杯
出
絡
ぬ
設
の
笠
時
間
や
跡
地
勝
管
制
凶
年
網
保
健
セ
ン
タ
ー
が
同
開
設
さ
れ
ー
で
の
活
訟
の
み
で
は
な
〈
、
セ
ン
タ

滋
に
M
Hナ
ゐ
強
い
関
心
か
ぶ
寄
れ
て
い
ま
し
た
μ

そ
れ
ま
で
市
内
各
地
約
線
総

i
を
制
問
点
と
し
た
地
域
保
健
活
動
が
重

ま

す

と

を

附

削

除

り

し

な

が

ら

行

わ

れ

て

い

た

機

姿

と

用

品

わ

れ

ま

す

。

し

か

し

、

我

孫

子

総
絞
め
開
州
開
閉
は
、
市
問
問
H
V

と
り
U
と
々
な
事
情
備
が
、
々
ン
タ
ー
で
総
鋭
的
に
絞
め
場
合
よ
ー
っ
ゃ
く
出
陣
融
持
卒
業
の
終
点

り
め
総
務
仇
し
あ
る
た
め
い
、
ニ
れ
ま
で
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ゃ
%
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
命
今
後
、
そ
の

の
よ
う
な
治
療
や
予
防
だ
け
叫
し
な
〈
、
ぬ
判
制
内
務
が
波
紋
蛸
阻
み
会
品
狩
る
お
悩
慣
が
あ
り
ま
す
事

パ
ソ
ハ

rり
チ

i
シ
m
ン
刷
、
隊
内
附
出
哨
汲
ま

V
L
ス
的
奴
は
向
上

Ta
含
め
た
一
体
的
な
総
は
い
対
応
が
余
し
た
も
め
め
、
絞

め
ら
れ
て
い
ま
寸
a
Lか
も
、
そ
れ
は
さ
ん
的
身
許
ア
手
{

…
小
川
綴
を
治
し
て
継
い
問
的
に
定
、
え
て
い
〈
治
的
弱
に
お
い
て

体
判
明
で
あ
る
こ
と
が
必
獲
で
す
旬
行
わ
れ
て
い
た
サ

一
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
健
康
を

i
k
ス
が
惑
を
治

一
と
り
ま
〈
現
況
に
ど
の
よ
う
な

mm砲
が
し
と
よ
と
も
事
爽

一
あ
る
か
を
識
べ
て
み
ま
し
た
ら
で
す
。

之一

消費生活感
跨

z 長嘉子中宇ltl~主義 j 義英fの〈
革3f!ilI ..... ， . I 
IIi之さ之さかト発;
53 I 
主主泳三主李主主主Gi 

消
費
生
活
の
あ
り
主
は
、
高
度
成
長

に
よ
る
「
祭
か
な
設
会
」
が
進
む
一
方

で
も
生
議
・
流
通
な
ど
の
佳
印
鑑
み
が
大

き
く
変
っ
て
き
ま
し
h
fも
そ
う
し
た
時

代
的
絞
れ
に
ゆ
抗
野
切
に
滅
さ
れ
て
し
ま
、
フ

斗
と
な
く
‘
全
治
的
基
本
に
た
ち
か
え

り
兇
つ
め
後
ナ
接
触
智
が
必
附
置
で
品
る
と

総
わ
れ
ま
す
a

品料
M
知
子
中
市
に
お
い
て
は
、
拙
併
後
ゑ
徐

々
ン
タ
!
な
い
と
め
中
心
的
な
総
綴
は
あ

り
ま
せ
ん
が
ろ
議
時
同
殺
吋
部
品
腕
が
絞
め
て

日
間
発
む
す
e

t
M
で
は
、
次
m
U
3
つ
や
議
緩
め
り
殺
と

し
て
、
日
明
同
協
約
に
州
問
焚
弘
治
的
役
務
に

取
っ
緩
ん
で
き
て
い
ま
寸
。
中
で
も
.

mwは
行
政
と
州
出
品
質
殺
が
予
を
拍
緩
ん
で
進
一

め
て
い
る
・
大
変
ム
一
766ク
な
一
松
崎
策
と
L

て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

議
費
生
活
行
政
由
主
つ
母
校

⑦
手
災
市
出
浄
化
の
た
め
の
石
け
ん
科
病

時拙遂

③
食
料
闘
の
安
全
後
的
確
出
陣

泊
四
法
紫
哲
苔
岸
刷
機
談

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
内
浪
費
生
活
を

考
、
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
に

絞
り
緩
ん
で
い
く
必
要
が
あ
っ
ま
す
a

鶏
質
管
理
体
の

活
発
な
活
動

殺
同
時
子
中
市
寸
は
、
手
M
H
沼
持
化
に
緒

川V
つ
い
た
お
け
ん
務
用
機
潟
泌
紛
が
火

き
な
校
と
守
っ
て
、
消
波
殺
の
肉
中
点
的

な
泌
動
が
終
判
附
伽
ぞ
れ
て
き
て
い
ま
す
閉

そ
し
て
、
そ
れ
そ
怒
っ
か
け
に
、
食
品

約
市
街
余
然
、
常
利
拘
附
附
輸
相
瓶
、
4

中小a
作
り
品
胤
悶
州
、

次
総
め
M
W
X
な
ど
時
間
々
な
ル
ホ
仲
間
関
附
糊
が

d噛
H
蒋
渓
州
則
的
中
に
と
り
こ
ま
れ
て
品
般
市
閥
抗
か
知
り
、

ま
し
た
1

て
火
切
な
も
め
い
吋
儲
例
制
料
品
説
談
後
し

消
資
生
…
簡
は
附
よ
り
も
羽
こ
う
し
た
あ
り
ま
す
P

市
民
に
よ
る
自
主
的
な
的
動
じ
よ
り
推
し
か
し
、
数
在
、
渋
液
晶
科
吋
出
品
慨
を
ふ
災

滋
さ
れ
る
も
の
と
培
え
ま
す
。
市
と
し
え
る
ar思
ま
っ
た
務
が
な
い
た
め
、
緊
L

て
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
な
お
一
樹
、
特
が
十
分
に
日
付
え
な
い
な
ど
、
さ
ま
宮

地
域
時
中
に
肢
を
お
ろ
し
、
社
会
的
な
ま
な
剖
臨
時
を
い
問
え
て
い
る
の
が
実
務
で

力
と
な
る
よ
う
‘
団
体
的
支
援
体
制
制
を
す
。
今
後
、
浪
費
者
活
品
開
を
更
に
議
浅

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
ー
と
な
っ
て
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
終
点
と
ム
な
る
ほ
嚇

い
ま
す
e

の
徒
同
体
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

議1毘j我孫子中学校
51 I i本育銭

第2!IDJ災孫子中学校
52 I体育銭

場

医療施設分布図

J繍・年連

と
な
り
ま
す
ε

体
系
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切

繍
絞
殺
行
政
品
川
総
本
は
、
市
川
伐
の
日

活
動
の
拠
点
と

な
る
揚
を
つ
く
る

審
議
会
会
議
口
同
程
メ
モ

朗
唱
和
線
事
F

寺
山
政
務
内
会
祉
な
ん
援
護
富
民
会

s-総
決
泌
張
緩
2
(然
滋
終
盤
)

6
・
喜
怒
災
湯
浅
察

6

・HW地
営
椛
情
説
科
会

ee，
総
務
災
以
宵
叫
問
1
・2
m川
市
制
泌
総
滋

Y
-
4綴
惨
殺
{
務
総
勝
禁
中
九
教
授
}

7
香待相掛
3
開
制
銃
火
滋
没
後
縦
開
会

7
・即時級制州経紘一
3
〈
総
務
総
総
」

8
・抑制第
4
綴
紋
大
潟
愛
媛
策
会

V
刊
日
月
間
刊
号
は
も
・
心
地
制
刊
削
附
‘

潟
地
、
紛
災
条
件
主
y
w
鮮
京
総
然

に
開
削
す
る
凝
決
を
出
向
叫
粧
し
ま
す
ゅ

な
お
、
今
凶
子
山
崎
怒
れ
て
い
た
議

誌
の
税
況
に
つ
い
て
は
、
日
付
H

月
I

U
4す
に
変
更
し
ま
す
D

総
に
も
村
川
必
で
き
る
よ
う
体
制
帆
を
強
化

L
て
い
く
ニ
と
が
必
要
と
右
り
ま
す
か

し
か
L
、
よ
り
大
切
な
一
一
と
件
、
消

品
目
詩
的
自
主
的
な
活
動
を
基
本
に
し
、

行
政
の
す
べ
き
こ
と
を
明
同
時
に
し
た
体

系
約
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
符
え
ま
す

(5)州 10.
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轟
轟
鶴
祉
審
鞍
欝
ぜ
叩
崎
町
ナ

l
b生
轟
鍵
種
田
圃

浦
町
常
繰
り
中
山
す
黙
の
浜
ヘ
出
向
く
総
間
八
寸
子

機
体
作
的
駒
郡
品
開
多
弁
に
二
番
塁
鈴
木
紀
子

機
伏
的
問
削
心
燃
が
る
続
中
庸
野
口
こ
う

手
に
持
て
ば
ず
し
り
と
議
一
撃
僚
の
梨
小
町

7
サ

ニ
お
ろ
ぎ
を
内
が
し
て
判
明
の
際
ご
と
緩
添
い
ち
子

体
糾
問
針
背
中
も
み
と
し
夕
暮
る
あ
ぷ
努
染
智
代

絡
も
ど
き
色
に
な
り
来
し
小
鳥
来
る
部
開
閉
山
千
代
官

秩
彼
跨
外
人
蜘
跡
地
以
供
犠
の
な
し
盟
古
川
杓
間
叫

杭
丹
波
め
は
つ
り
と
滅
〈
緩
め
議
隔
地
キ
ミ

自
由
略
的
調
桝
ベ
申
か

L
く
ち
‘
ろ
鳴
く
一
一
日
谷
和
夫

裁
の
送
ニ
ん
に
ゃ
〈
趨
通
る
と
与
山
肝
臓
掛
悶
崎

市
崎
市
中
級
~
…
鱗
縫
い
相
は
や
湖
沼
同
州
問
則
雄
総

ア間マ

::21 
:世
泰道
高
齢
]島
幸ま
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齢
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。
M
w
m
6
日
吋
ふ
ん
}
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

今
、
私
た
ち
め
T
8
る
こ
と
、
や
る
べ
だ
さ
い
@

き
こ
と
を
品
見
交
め
、
み
ん
な
で
然
か
な
V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
我
孫

泡
後
を
フ
み
だ
す
た
め
の
努
カ
を
し
て
子
1
6
8
4
教
育
委
民
会
役
会
教
潔

い

終

ま

し

ょ

う

。

欄

締

役

会

教

資

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

係

相
v
制
期
間
開
山
間
関
付
か
ら
ね
丹
ま
で
向
5
凶
器
(
関
〉
1
1
6
2

シ

リ

ー

ズ

〈

初

炎

)

社

会

紋

帯

内

ゼ

ミ

ナ

2

ル

関

経

褒

V

子
を
負
ひ
て
町
閥
均
り
し
お
も
…
…
れ
九
時
u
今
は
機
械
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作
戦
を
は
と

灯
万
人
町
会
員
を
有
す
る
絞
縄
人
め
、

5
3
0
(
ゴ
ミ
ゼ
口
)
運
動
、
紋

刷
速
長
則
な
ど
を
裟
開
閉
し

て
い
く
予
定
で
す
σ

明」的
U
H

は
州
制
h
y
州
都
会

μ
い
紙
器
、
都
内
外
か
ら

4
り
0
人
余
り
的
関
係

者
令
築
め
て
制
叫
ん
が
ぶ
式
決

が
織
さ
れ
、
我
出
郁
子
市
消

年
会
議
所
の
ふ
前
途
を
的
問

い
ま
し
た
。

明
り
ω
%
は、
ωphu

命

的
山
市
中
内
総
繍
回
ず

ら
っ
と
そ
ろ
い
踏
み

し
た
山
車
内
舞
台
で

ぬ
宮
内
出
し
物
が
披
露

ぷ
4

ァ
サ
/
オ
ソ
サ
/
」
「
F
ン
ツ
さ
れ
、
誌
め
か
け
た
数
子
町
銃
散
を

ク
ド
ン
ソ
ク
‘
ぽ
ー
と
ャ
ラ
ラ
」
糾
け
す
っ
か
り
数
7
6
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
興

内
持
品
弘
め
桜
礼
が
9
河
口
尽
か
ら
四
日
内
総
務
時
ぶ
み
ニ
し
と
出
単
の
大
熱
摘
。

ま件、
mw
閥
的
れ
わ
れ
.
制
問
中
が
お
繰
り
…
次
め
車
検
を
符
鼠
叶
て
ぷ
つ
“
約
制
帆
将
哨
や

酷儀い…にい柏泳叫まれましれた，九ヤ百0

チ
V紅
M
y
子
め
凶
絞
胤
枇
勢
貯
的
い
い
か
け
簡
が

一

勿

d布布1
仲鮫肌的人的幻山口

iL一
爽
馨
宥
奮
醐
の
る
つ
即
宿
砧
、
竹
‘
内
今
内
持
一
持
搾
諮
一
社
社
の
製
礼

悩
竺
一
布
佐
の
衝
h

ウ
t

一

祭
り
一
一
一
一
必
色
に

市
内
れ
の
消
叫
問
問
問
的
な
か
で
唯
州
市
訪
問
ω
は
こ
れ
で
金
総
で
加
の
分

毅
湯
治
政
践
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
司
、
と
な
り
ま
す
。
キ
号
ス
タ
i
ト
L

H
U

立
続
出
問
活
妨
障
が
退
団
し
土
し
た
た

z
泌
訪
問
山
が
ん
ば
れ
k

シ
リ
ー
ズ

間
内
部
時
詰
昭
和
れ
年
に
発
足
下
実
ト
い
て
も
お
知
ら
を
し
た
よ
う
に
も
市
町

四
年
間
も
、
市
消
防
的
任
に
当
れ
ん
っ
消
訪
問
叫
は
夜
中
位
‘
後
込
者
問
題
に
摂

て
い
ま
し
た
。
之
内
間

ι火
災
出
動

b
x翰
め
て
い
ま
す
α

A
時
間
口
に
日
付
わ
れ
た

樹
立
総
会

i
ニ
鐙
堂

背
開
校
で

悶
サ
一
糟
機
靖
務
縁
議
関

長
い
関

務
労
さ
ま

77 



(8) 1984. 

速
や
か
に
加
入
手

合一

g、
m
w
舟
守
包
か
ら
新
し
く
「
遜
線
香
墜
僚
制
制
凌
L

ガ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
訟
で
会
批
判
嚇
ど
を
定
年
滋
織
し
だ
人
だ
ぢ
の

場
念
同
跡
、
国
民
蜘
融
緩
係
機
(
留
保
)
に
慨
加
入
し
て
い
務
し
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
進
路
護
隊
療
制
度
応
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
按
サ
。

新
機
慶
応
よ
り
、
医
療
爽
の
自
己
負
怒
輯
酬
は
滋
醐
糖
値
世
保
韓
間
帯
鵠
〈
添
人
)
ガ
入
曲
師
、
外
来
と
も
公
務
紅
、
銀
狭
義
翁
〈
家
族
)
ガ
入
総

公
割
、
外
来
門
品
制
酬
は
緩
滅
さ
れ
柑
臨
す
。
怠
官
倍
、

9
問
中
応
対
象
銀
銭
議
応
対
し
て
は
吋
お
知
ら
せ
L

後
世
田
叫
躍
り
し
ぎ
し
た
。
時
担
当
す

る
と
綴
わ
れ
る
人
で
、
柑
砕
だ
湛
組
問
加
が
闘
相
い
て
滋
い
入
は
怒
鳴
麟
ザ
」
逮
世
聴
く
だ
ち
い
e

を

従
来
的
綾
部
内
地
問
燦
用
再
検
と
議
ヤ
ヴ
と

(
的
日
間
%
〉
こ
ろ
は
、
問
固
め
繍
燃
が
ほ
と
ん
ど
な

に
紛
え
て
、
各
組
盟
抽
陣
織
保
険
制
組
合
ゃ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

共
滅
総
合
な
ど
の
被
用
者
保
体
問
か
ら
医
療
費
、
そ
の
他
的
費
用
が
、
各

幽

さ

れ

る

縫

鑓

田

市

や

共

重

金

一

瞬

鱒

的

内

麟

削

減

な

ど

皐

(

約

四

郎

%

}

出

品

思

で

火

綴

と
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に

A

げ
が
ま
か
な
わ
れ
ま
す
ω

縫
揖
慨
に
は

な
っ
て
い
ま
す
E

こ
の
「
務
総
金
L

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
三

は
、
滋
開
府
し
帯
保
協
照
的
議
保
険
者
L
5
4
感

祭
主
が
折
半
で
品
月
刊
燃
し
ま
す
9

申

葬
送
齢
月
退
陣
輔
〉
年
金
的
受
給
機
殺
で

品
晶
場
合
同
悼
、
各
年
々
九
品
説
蹴
協
間
的
鍛
保
験
場
合
も
そ
の
網
開
合
総
閉
す
る
番
頭
留

者
専
で
為
っ
た
期
間
聞
を
藍
明
す
る
幾
察
@
議
採
…
般
被
保
険
者
以
外
的
人
で

問
事
構
士
阜
じ
よ
る
肘
肱
同
明
権
主
ど
放
入
間
倒
語
障
に
加
入
す
る
と
問
問
時
に
本
人
と
な

絞
入
を
よ
絞
ら
な
い
場
骨
は
‘
そ
の
世
誕
闘
で
、
制
制
限
的
響
楽
を
明
ら
か
に
す
る
潜
類
。
る
総
合

殺

の

生

計

荻

波

長

総

合

品

叫

に

制

判

断

し

、

高

ご

治

家

山

刊

の

場

合

で

あ
A
J

て
、
か
つ
当
総
後
同
席

V
鍵
山
閣
総
糊
棚
田
出
気
祭
殿
保
険
機
総

本
人
が
そ
の
生
計
織
然
的
中
心
的
役
制
倒
閣
を
受
け
る
主
フ
に
な
っ
ま
険
者
MMmw
議
じ
殺
し
た
m
月
以
後
各
都
険
者
安
時
間
腐

こ
の
総
絞
め
対
象
と
な
る
人
は
、
次
い
て
、
を
果
た
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
人
た
は
死
℃
し
た
と
き
は
樹
の
余
地
開
険
的
被
保
験
者
で
あ
っ
た
総
婦
が
帯
添
付
響
曲
揖
印
刷
出
闘
機
に
総
入
す
る

の
終
日
汁
を
満
た
す
本
人
1
噛
義
被
保
険
会
ま
た
は
配
偶
令
部
歳
以
上
の
滋
齢
者
の
場
合
、
ま
炎
絡
を
吹
い
、
間
関
係
町
一
般
線
機
険
者
四
年
以
上
で
あ
る
た
め
に
本
人
と
な
る
こ
と
に
な
る
燃
に
加
入
し
て
い
た
銭
濃

霧
と
そ
の
猿
綾
自
被
抗
議
饗
?
す
0

4

制
、
そ
の
飽
3
綬
等
山
門
的
繍
明
後
た
は
隊
第
者
で
踊
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
な
り
ま
す
お
人
で
、
前
計
E
m
M
W
的
機
綴
だ
け
で
は
本
線
検
等
mw
費
負
悶
が
務
総
で
き
る
察
綴

@
本
人
的
義
体
的
投
銭
子
市
的
紛
油
開
。
婚
醐
制
緩
は
似
し
て
い
な
い
も
の
の
、
場
合
は
‘
年
間
収
入
が
1
4
0
万
将
来

m

E

・
“

に

淑

受

入

し

て

い

る

十

t中丈
ん

と

毒

事

霊

実

主

上

、

綴

襲

然

警

凶

襲

係

警

と

暴

丹

一

叩

一

附

臨

郁

療

費

一

中

一
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そ
ぷ
れ
れ
杭
れ
趨
出
室
}

ゆ
批
彼
肌
悶
鰐
問
卓
裳
骨
年
金
円
匂
占
議
埼
鮎
鈴
僻
〈
淵
進
臨
織
)
年
附
係
附
に
あ
る
λ
が
死
C
し
た
柑
犠
明
笈
品
合
官
円
父
叫
母
坤
閣
汲
胤
抽
貌
判
者
込
寂
猿
療
制
刷
般
に
泌
す
る
属
山
同
戦
①
霞
何
時
一
絞
被
係
体
用
者
向
人
が
本
人

金
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
は
削
機
以
上
ま
た
は
チ
仰
務
は
市
役
続
的
闘
即
時
拝
金
銭
的
則
市
体
係
(
⑤
と
h

切
る
場
合

で
年
金
銭
皮
肉
総
入
制
期
間
が
凶
年
以
上

wv
本
人
に
よ
っ
て
ゑ
針
を
維
持
し
て
い
番
窓
口
)
で
特
別
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
各

V
援
臨
時
惜
綴
退
陣
明
者
数
開
閉
険
者
該

あ
号
(
附
闘
民
年
金
争
点
服
く
て
巡
算
表
る
人
と
は
原
則
制
と
し
て
次
的
人
を
い
い
波
誠
朋
(
駅
務
日
打
数
淡
級
紙
は
絵
〈
)
で
送
局

齢
(
退
職
)
年
金
を
受
け
て
い
る
白
た
ま
す
m

も
由
叩
議
惜
抑
制
畑
等
は
報
開
Q
，
ま
す
が
、
そ
町

V
添
付
審
類
例
年
金
総
轡
主
ど
品
d

M
L法
相
年
を
理
闘
に
宅
金
緩
め
支
給
体

0
年
間
同
校
入
が
mw
方
向
未
満
で
あ
っ
携
で
は
本
人
{
滋
終
結
棋
探
検
者
)
絡
め
該
後
録
時
間
殺
が
年
金
受
給
機
や
品
特
ー
す
る

止
を
殺
げ
て
い
る
場
合
令
叫
町
m
く
。
て
、
か
っ
本
人
昨
年
間
関
収
入
的
Z
A方
向
泌
総
が
行
え
ま
せ
ん
の
で
、
問
刷
用
時
係
で
こ
と
を
可
証
明
す
る
惜
抑
制
蛸

@
家
族
的
繁
件
命
括
判
孫
子
市
内
総
出
陣
Z
未
満
で
為
る
人
a

認
出
品
し
た
品
問
、
申
請
者
に
滋
い
測
し
ま
す
。
附
加
入
繊
同
開
申
忠
綴
お
よ
び
年
金
受

に

加

入

し

て

い

る

が

仙

万

円

未

滋

で

、

@

本

人

に

世

間

滋

サ

る

場

合

的

属

山

間

結

権

の

蜘

融

緩

〈

決

定

)

遜

知

惨

な

ピ

泌

③
愛
人
後
能
法
的
波
間
m
を
後
け
て
い

な
し

割
震
に
混
入
で
き
る
人
の
要
件

* 

H

関
即
時
年
金
繰
留
保
蹴

m
l

新
だ
に
持
例
証
明
書
を
奈
借

場
合
、
そ
の
双
山
闘
が
や
む
を
得
な
い
も
お
、
官
同
制
刷
機
殺
後
を
す
で
は
受
け
と
つ

の
と
総
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
開
問
、
一
裁
で
い
る
場
合
同
川
、
納
絞
め
も
つ
、
ぇ
払
い
一
隠

れ
ま
し
た
が
、
政
正
点
に
つ
い
て
は
広
被
保
時
間
数
と
し
て
支
払
っ
丘
一
線
魚
鐙
き
れ
ま
す
。

っ
と
一
?
る
と
き
は
、
機
篠
な
ど
の
然
岱
総
「
間
関
同
悼
の
は
な
し
い
に
縄
載
し
ま
す
。
金
と
の
登
板
が
弘
い
終
さ
れ
ま
す
。
な

に
、
本
来
新
し
〈
発
行
謀
れ
長
総
括
時
検
内
相
特
例
療
整
焚
本
人
的
炎
品
憎
が
発

町
試
を
一
巻
市
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
し
た
日
か
ら
⑮
保
険
副
{
ま
た
は
持

。
特
例
蕊
開
明
穫
の
努
行
我
晶
子
中
市
側
同
紙
明
世
宥
)
者
受
け
と
る
ま
で
の
測
は

で
は
綴
線
開
年
3
月
末
門
口
で
税
日
刊
の
田
四
国
国
体
線
検
鐙
で
一
日
結
後
線
検
翁
と
し
て

保
保
設
遜
内
省
効
滋
院
が
明
れ
ま
す
‘
診
療
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
後
に
悦
傍

ぞ
れ
ま
で
は
特
例
説
明
織
を
交
付
し
ま
殺
か
ら
「
特
約
登
載
税
制
蹴
支
給
串
議
欝
し

す
の
し
た
が
っ
て
来
年

3
N求
問
ま
で
の
綾
織
が
-4

め
れ
ば
、
一

は

診

療

を

受

け

よ

っ

と

す

る

場

脅

に

も

た

っ
し

だ
さ
い
。
新
制
液
ぞ
の
本
人
お
よ
が
家
族
的
支

払
い
相
間
二
郎
魚
短
金
一
は
次
め
と
お

り
ぞ
す
c

wv
本
人
入
抽
出
、
持
楽
と
も
位
協
療
費

時

2
出
掛

V
家
銭
入
械
は
附
臨
療
費
出
2
酬割、

科
離
は
燦
灘
融
問
的
3
制制

。
高
額
療
祭
組
問
一
実
給
総
療
こ
の
約

後
は
翁
然
滋
嗣
m
a
c
れ
ま
す
。
な
お
今
日
判

官
間
制
削
機
幾
統
制
度
に
つ
い
て
も
改
変
さ

山
間
滋
該
後
世
帯
で
附
闘
機
的
綴
入
者
が
い
的
資
格
喪
失
事
品
闘
が
発
生
し
た
場
令
、

る
吏
吾
、
す
で
に
喜
怒
れ
て
い
る
(
盤
、
普
襲
珂
擦
に
加
入
、
金

歯
箆
鐙
緩
樺
験
被
幾
験
者
援
活
保
護
受
給
、
死
亡
、
家
挨
的
殺
人
的

同
開
そ
り
他
は
①
時
的

ωま
た
は
仙
川
液
凝
〉
、
ま
た
は
単
品
人
出
席
鎗
設
の
添
削
刷

@
家
蟻
H
M
殺
議
す
る
場
合
的
殿
山
酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ヰ
フ
に
な
っ

wv
獲
山
剛
容
鎖
被
扶
養
者
異
勤
務
た
場
合
、
融
滞
感
胞
の
翌
ロ
ロ
か
ら
総
務
し

帯
添
村
篠
崎
胡
必
緩
い
い
応
ヒ
て
試
の
で
は
nH
以
内
に
‘
次
の
も
の
を
柏
村
拳
し

警
察
を
森
拘
刊
し
て
く
だ
さ
い
@
て
附
駒
市
開
を
行
っ
て
く
だ
幸
い
。

間
配
偶
者
や
鴻
地
舶
来
織
の
子
、
も
し
吊
出
凶
一
民
帥
臨
機
保
険
被
保
持
問
品
鳴
館
一
以

く
は
線
総
脇
陣
害
で
あ
る
子
以
外
の
人
は
下
、
鐙
樺
樺
険
艇
)

生
計
時
腕
輪
持
続
開
明
惜
世
(
場
合
に
J

め
と
て
家
め
撒
関
問
問
総
康
保
品
開
哨
時
機
絞
線
検
品
告
変

針
状
協
仙
の
申
立
軸
憾
な
ど
)
(
以
下
‘
妙
儀
後
継
)
。
な
お
‘
開
閉
粕

凶
刑
務
銀
上
品
開
滋
関
係
と
問
削
柑
揮
の
事
情

mw
梓
3
月
間
品
自
ま
で
は
附
閥
州
民
縫
康
保
険

に
あ
る
人
約
機
合
に
は
そ
の
務
災
企
緩
被
保
険
殺
幾
等
証
明
察
(
以
下
、
特
訓
開

閉

す

る

察

鎖

陛

明

察

)

@
醐
繍
山
刷
機
関
年
金
設
擦
な
ど
の
別
封
建
後
納
砲
の
鑓
厳
保
険
に
加
入
L
た
場
合

ロ
ロ
(
家
践
的
場
合
は
扶
装
事
災
総
愈

n)
は
‘
新
し
〈
加
入
し
た
抽
閣
総
開
陣
険
の
銭

的
澄
尽
か
ら
h
E
骨
体
し
て
U
M
E
以
内
で
す
“
係
験
者
径

十
高
年
を
一
環
駄
に
年
金
総
品
目
的
余
以
闘
を
支
。
綴
議
議
務
者
本
人
と
そ
の
家
族
に

給
停
止
さ
れ
て
い
る
入
は
、
そ
の
然
成
潤
す
尋
脇
山
間
以
滋
お
と
し
て
殺
繁
栄
が

す
べ
急
車
通
が
泌
滅
し
た
ほ
の
翌
日
か
行
い
ま
す
。
な
お
、
附
抽
出
に
闘
相
し
て
は

部
ぽ
印
が
必
築
む
す
。
代
謝
晴
人
的
場
合
は

代
理
人
的
矧
山
内
即
も
必
婆
で
す
。
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い
ま
ま
で
の
続
出
品
ぞ
は
、
動
め
先
ず
る
ニ
と
に
な
っ
て
い
ま
サ
。

的
措
時
間
楠
保
険
に
畑
出
入
し
て
い
た
人
が
し
か
も
そ
の
席
思
議
費
は
磁
離
と
盗

用
地
批
判
後
に
は
、
代
わ

J
L間
協
保
に
紛
然
続
に
よ
れ
ソ
ま
か
な
わ
れ
ま
す
q

ニ

入
す
る
絞
怒
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
的
不
必
加
担
を
絞
め
る
た
め
、
新
た
に

こ

め

た

的

、

退

戦

点

制

緩

燦

警

官

問

齢

返

措

定

の

い

告

古

つ

裂

が

え

タ

絞
殺
の
総
合
、

i
ト
し
た
の

管
〈
元
気
な
う
ち
は
勤
め
先
内
総
殺
で
す
@
み
な
き
ん
の
ご
閣
情
相
時
と
ご
総

州
間
体
撤
に
総
入
し
て
い
て
同
体
検
科
を
抗
力
会
お
府
開
い
い
だ
し
放
す
。

め
、
よ
り
総
療
を
必
繁
と
寸
ゐ
老
後

に
は
給
付
水
準
的
低
い
同
協
同
時
に
加
入

「
都
知
ら
せ
L

が
ま
だ
の
入
、
連
総
在

こ
と
し
9
月
中
に
「
附
闘
開
院
鍵
臨
収
録
検
問
機
wmに
ご
連
絡
〈
応
寺
い
。

送
臨
時
被
係
険
者
滋
止
↓
一
の
お
知
ら
せ
い
と

m
w
こ
と
L
7
R丹
東
日
以
前
か
主
用
国
保

「
滋
扶
養
串
胃
炎
働
総
ん
を
お
送
り
し
た
の
資
格
を
漁
協
押
し
て
い
て
、
本
人
口
伸
綿

入
は
、
必
殺
被
用
者
専
念
総
皮
か
ら
捻
点
判
ず
る
と
忌
わ
れ
る
の
に
、
一
お
知
ら

供
さ
れ
た
り
ス
ト
(
総
務
的
部

3
R末
せ
し
が
総
い
て
い
を
い
入
ω

判
例
夜
年
金
受
総
務
が
や
印
)
で
、
本
人
②
8
月
z
n
n
絞
殺
、
閣
保
的
変
抽
怖
を

は
該
燃
す
る
と
患
わ
れ
る
…
齢
制
緩
保
険
日
月
五
百
に
は
既
に

者
(
熔
税
関
部
7
月
来
8
碍
怖
政
〉
で
し

た
}し
た
が
っ
て
止
に
あ
げ
る
人
は
濯
急



員長64草寺子

-tt:・
(ヨ)1吉弘 10. 1 

け
ま
し
ょ
う
。

舞
鶴
ma--

世
田
ン
伊

i

念主主潮
sypt 
i向台
1::;': 1 
ffiの
3'-:;:12 
I~Oう

す16
分

佐変
々 さきJ
〈木と
主計 Ir..:".~~;t 
宇和う三撃手

争等立法
iよど撃

教
の
鍵
蹴
駅
伝
法
惹

麟
蹴
師
賦
・
ス
ポ
ー
ツ
を

敏
捷
期
の
し
つ
け

良
心
は
形
決
さ
れ
る
も
の

rす。

人
の
も
の
を
縫

ん
で
は
い
け
な
い

と
等
つ
織
し
い
被

ゑ
は
、
幼
い
か
ら

恥
}
ぞ
必
要
で
す
。

犬
少
時
間
つ
で
い
る
方
は
、
必
ず
後
怒

り
の
会
親
切
で
経
夫
靖
子
紡
挨
射
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

車
持
参
す
る
務
総
制
約
郎
絞
未
登
録

的
!
万
は
料
金
4
0
6
0
m円
、
資
録
済
の

方
は
料
余
1
9
0
0
m円
と
送
付
し
て
あ

る
ハ
庁
特
…
料
金
的
内
訳
、
時
説
滋
料
2

1
0
0
m門
、
注
射
済
察
料
3
6
0
m門、

ワ
ク
チ
ン
終
1
5
4
0
m門
)

百
存
会
場
ニ
A
A甘
い
ま
す
的
で
、
お
っ

ワ
の
な
い
よ
う
に
潟
窓
し
て
〈
だ
さ
い
6

滅
後
総
設
が
縦
一
大
中
止
に
な
っ
た
持
誌
、

厳
火
は
暴
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
的
で
綴
弊
日
に
実
井
唱
し
ま
す
。
詳
し
〈
は
品
邸

付
加
ず
押
え
つ
け
ら
れ
る
人
が
綴
れ
て
来
場
に
掲
示
し
ま
す
ョ

て
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
然
緩
い
い
ツ
タ

l
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団嬢関捨指導説現会i
白書朝日5ゆ年書室の務得税法の改正!と

より協和6Off.1湾1包1t58色$
銭轡についても緩簿の記録と祭主芸

者をし潔ければならなくなりましだe

~8事者切尽178(氷〉・ 188C本〉

午後守君事30分から36幸30分

草野義聖書持 主主袋三fj'Jj民会館大会議皇室

惨罪悪い合わを抱義務署

昔日3-1181

炉提担臼〈流派)101'ヨ1尽力ら68

〈綴~派〉平内務向社中、 88ガ

513臼〈灘間流〉斉藤幸華社中、

15臼から20日〈古流〉立沢淫筏社

ゆ、 228ガら27日(lJI祭;荒)"回
線型車主主司入 29日かられ尽28俗、
除7総務総務総役中

砂織員時 F容後続Eコピー

誠意思翁iこぶり獲量住宅ずる議会もあり

をます翁 〈主義務護軍〉

争傘6審委参
'11"軽量患のま吉〈襲きそろ〉から議後のだ
めにと:守腕7(五閉め望寄付文135りきま

しだ。

惨告書千百隊機〈務事事LIJ)からねだき
り毒詩人0)主主的!ととこ65方向の務付11

35り、旅て:51l1l5沈紛のこζヨコ マッ

ト者査機入浴tさでいだ絞殺球型言。
ゆっ"イヤーを患っ望書研究会様(市

瀞!1J著書内)1t5主主主主機数襲撃事童基金

ヘチャリティ…のi限緩念総30何百り

霊室f甘かおりa<lノ主主。

90-言まわり霊盟父総会織がらひZまわ

り富聖心慾総絞っり"':1ーの然主要註

5)'ヨ号制約の徹す汐おりをましだ。

惨事露。幾重事機〈望事総数〉から総主上

のだおう!ことと6B5280p:J0)務付があ

るっき賢し主主。

|茶道巳殺しんで械な咽j
惨期間 T日向18白から121'ヨ20Eヨをま

での笛遣塁本展望E午前切符から

砂会議 定選it熔"，.公渓霊童

事惨事事態人叡 おそろ〈受言語奪還1C総PD

b対象市災益法鐙'C10総務げて

受譲できる入{お子綴遂111諒よご湾整

理室く主ささい〉

T.$し込み・控華い会草)t主 役議運1¥

11キに主主主号、氏名く二)'J1Jナみま手

続、電話番号を記入し、茶話器議議室装

希望と喜撃さ主張え守口月 68~聖で1こ、

我孫子新包34や央公民総へ。Ii筋書事

者多薮の場合は鎗選をfヨし河58殺

でに通知します。

|フオサタンス在職でし樹耐|
砂舟B 10月14BC臼)雨天決行

砂場所守谷フィルドPスレチ

ッワ 〈先着20名〕

険質問 1200fIl C入園料、長菱重量ft)

~集合午高û8時45分rní:語会浴室主

惨申し込み・商い合わせ 101'事Q

B室長で1;:1¥がキで、ま軍要幸F'6おイ

主著重喜二三子宮宅時 2241へ

盈事事通
[議議選む老孟:tt護議室i
市内在容でおだきり老木を介護

している家族の人①だめl之、ねだ

重きり容人介護教室を間接します。

惨日持 10月竹臼正木〉午後1時

験場所鎌ケ谷市儲記念館

検申し込み 101'ヨ5Bまで議縫製

!議錦議轟擁護設撃機劃
惨鎖綴ポケット員長守陪割問

にド線長長1罪悪羽絡を
動静締め切り 101'苦20B
b申し込み金E題言葉

こf)t 

〈俳句の邸〉

t>;;;町会問符 101'ヨ28BC図〉午前科
書寺1tら午後4隠

惨溺長野 術主導，受話護議

砂m毒事事重量 r宇えのさ安"r書事著書Jき語
学幸重量筆J君主守を滋3f雪之会重要S
OOP号〈切手琢〉毛主意義えて101'弓8B
霊長主?に々々き通話uこ苦手鈴i湾要芸
会議室主要罷後桂昌ヰ吋2225へ総支呈して

くだ更さいα

〈緩車置の話器〉

易大重量B事寄 付F.l4EヨE約〉午露吉知

事者から午後48事

t.議詩野 市E完話連総

修作認事事態 金量産摂〈事堂義ます害事〉宅配

ハガキ!と配人し、 101'弓8B<主1:1と
並木日分。我Z草子総理究会山本線~

u82-tl408へ取し0.んて~<ださい。

f会関f∞α'lliI大主主主語8納入〉

華宅会童書 84…3311
E完霊霊祭皇室 84-1110

殺す詰E莞草書穫量重量以記念分室!l87-3(培5
機筋銭首選畿童書務聖書亘書豊富宣言 87-0ヨ凶
議中央公主義懇話，2-0515
縁者詰型告書長遺産撃務所 85-1171
e義主総務幾緩 83-1181
@悪事体罪事軍軍曹ま干麗紘センター f型8-0141
@つつじ経 88…0123
。き駐請書線機線〈漆化槽)87-2379 
(:1=ミ)81-0015 (し尿)88-2547

際襲撃機

保父

傑 5日

議襲を昔

国
4竺雪官J話jL〕1蜘側
各金卜嚇欄棚橋鵠併問

6 .:t I噌欝穂波ぉ幾工会祭主5判明

毅か12.(器
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水

;11をうン7テ..i(:;ijt.(J)会j
O主主義話会 101'寺5BC金〉午滋従軍号

から務工会重量

軍事務綴翼審議会 10尽24BU}()午議

守号線1tら強工会重吉

。童話綴費量空襲会 (華詩人)10月3B討4

. 11BOJ<)午詰7旬持から庖工会籍

。点字勉強会制F.l26臼〈金〕午前

10開から衡工会li1i

。挙結勉強会 舘週月障室臼午後T

P者から3路湖北台市銭センヲ

。事費E恩司王傘住定書聖書 11自得1680'<)

曜襲撃事禁事関務仕活動 101'き23日C!<)

。久音量善事務t士主主聖書 問濁伏・金書室B

11器量殺闘、 E罫滋之展望臼11霊毒物5

t.霊童絡先 生主主主主霊祉協議会

宮'84…153号

@手獲量霊祭感重量とかつント

炉汚8 101'ヨ?ヰ尽くまヨ〉書籍災£ドi上

診察会 浴後続言語午露草9草寺

。iIミタんの襲警の霊童鍵
t.j'苦8 101'寺14Eヨ(Eヨ〉午後守善寺30
f去から4諸機〈主筆11あれば終著書〉
砂飼い会者コt主 主墨書量密82~2783

惨受t哲声障壁護 主3襲襲8':ニ波望員協を義主
<10F.11ぞきくF寺〉からおまヨ〈こ主〉吉正1:
の守護持9草寺から午後ヰ草寺〈丈襲撃とヨ
i立aと子〉を壁でi之、人警察綴V¥綴燃警察
殺を符毒書した綴iこ俄ぞ3望室i火活11霊堂

す。

惨受厳守手豪語 獲量費線総F時総l謀、 人
参謀で到すし主主cr。事韓基謀綴1;3:嚇(:，.
用紙T部 o聖書実務の宮品分後重量的〉
に所要務耳章者主俗分で入L，、本人

の讐業2絞〈モライカ料、 Jご斗主綴奇襲

婚で蔵丘6かF.I位百均は機意詳したも

のを愛重量母主主喜善およぴ聖堂署員数Il得時

砂包跨 10)'ヨ14BC防〉午後1G寺30

分調演

惨器量所 市民会館大7t\~jし

砂也131予僚会議〈萩餅滞緩{帝展事〉

フォスタ+也税控霊祭君主

砂入犠料 4∞Fヰ〈さ主主語邸手話〉
炉問い合わt主 霧車重昔日持~826

砂入場券発売員在 家主!2l'護務長寄象 í~

ロひら11添ブックススズキ*f告主主

主議室

t.日嶋竹見4BC臼〉午後126菩30

分
惨事置所 設孫子高級事高銭湯

砂寅務 rnl持を住、夜霊患者繋

t.Jt担日 中学生以下守人守{耳目冷

罪悪ぢ君主以上守人笈lOF号

t.寧し込み‘罪奪い合わせ 守む伶20

をヨさまでに、ハガキiこ住所、氏名、

宝李総、書童話番号を記入しヰ違約304

E襲撃事台帳宮お寸971まで

!憲重鎮義組織機
t.自路切符21BC臼〉午前89葺30

分縫合開鍛

~相自所 湖北命中学校体育宜宮

惨演君主および償問 *小学4年生長
以下の部卒小学5・6年生の努・主主
宰中学生め型車男・女*高続生の穀

豊里・次第大学珂一毅の部

砂幸喜iIJ重量 小・中学生7∞F号、蔦綴
~以上Z鈴P:J

t.申し込み文書量C窓E耳、氏名、

ま芋寝室、 役翠j、零言霊書昏号、学年、 校

苦号、 長量級鐙電量号号室号し、 101'弓7Bま

でこ著書強要妻宅号室票烹て、若総111-6

i血縁寺霊炎Z安定!正栄g-fj111喜三正銀へ

炉罪悪いさきわせ I.ll主事官82~283a

護憲蓮華宮告2-1831

!?軽震欝盤ゲFトY喜子JII大会i
，験問符 101'者23日(;)，0午前8時3日

分 (著書加Z需用無料〉

か担器開町 市ゲートボ…iL場
か毒事IJO資総 rnF号在住者で儀援を

総務守チームア名

砂場し込み )¥jヴキIこチ-L名、

ft淡型軽O)f乞8、住頭、電量喜番号を

総入し、 10F.l9B1聖で1こ寿7ト13-

27霊堂孫子浅草草友会官僚 3131へ

T.8喜善 101'寺21B(8)'1詰U9ff若草完
ま尽き寒波重量意先発義務〈リ繍ま実行〉

T.i晋緩 E吃重量 〈持母〉一校総・大串」

話芸1専燃費窓…〈聖母)-*j語審況で総額

診lE鈎 5oi3 (著書1自重型3500内〉
砂嚇し五弘み‘問い合わせ市l!:償

ぢfu警護惜85~2481

I> B~事 10，司3B、午後2時事30分
1te:.3号事分(書簡潔水際B幾重苦〕
診器署員時 f首長発余震君〈会草署15C用問〉

砂漠紛然紛波暗号4…似41

.f告役E再三事 fi'
Sつくし霊至宝主務
署軽量草花台受話蒔

@添え乙 E定員時
@穏をま受話再
唱島義署警察員会

事水道路
*潟 童書 著書
@少年センタ-
ern!l:題さん議
事保棲センター


